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第 1 章では，アモルファス分子材料の創出を目的として，分子の形状から starburst 分子と名付けた新規な三系列
(TDATA 系， TDAB 系， TDAPB 系)の π 電子系分子群を設計・合成し，それらの分子特性を検討している。




第 3 章では，創出した新規 π 電子共役系 starburst 分子群が，安定なガラスを容易に形成するのみならず，熱履歴に
より二つあるいは三つの異なる結晶形態をとるポリモルブイズムを示すことを見いだし，ポリモルブイズムが star­
burst 分子群に一般的に見られる現象であることを明らかにしている。



















(1) 分子の形状から starburst 分子と名付けた新規な三系列 (TDATA 系， TDAB 系， TDAPB 系)の π 電子系有
機分子群の創出に成功している。
(2) 創出した starburst 分子群が，安定なアモルブアスガラスを容易に形成することを見いだすとともに，分子構造
とガラス形成能，分子構造とガラス転移温度との相関を明らかにし，アモルブアス分子材料創製のための重要
な分子設計指針を得ている。
(3) 創出した新規 π 電子共役系 starburst 分子群が，安定なガラスを容易に形成するのみならず，熱履歴によりニつ
あるいは三つの異なる結晶形態をとるポリモルブイズムを示すことを見いだし，ポリモルフイズムが starburst
分子群に一般的に見られる現象であることを明らかにしている。
(4) 創出した starburst 分子群のガラス状態における電荷輸送を検討し，分子性ガラスにおける電荷輸送特性を明
らかにしている。また，創出したアモルブアス分子材料が，有機 EL 素子の優れた電荷輸送材料として機能する
ことを明らかにし，有機 EL 素子用材料設計の新しい概念を提出している。さらに，ホール輸送層としてイオン
化ポテンシャルの異なるアモルブアス分子材料を二層積層し，発光層と組み合わせた新しいタイプの多層型有
機 EL 素子を提案し，発光効率ならびに耐久性の向上を達成している。
以上のように，本論文は，新しい物質系としての光・電子機能性アモルブアス分子材料の創出，アモルブアス分子
材料創製のための分子設計指針の確立，分子性ガラスにおける物性の解明，および、機能材料への応用に関して成果を
上げており，有機材料化学，有機固体化学の発展に寄与するところが大きしユ。よって，本論文は博士論文として価値
あるものと認める。
